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袋中上人顕彰和讃

１　みちのく岩城に　生をうけ
　　名越の学僧　名は袋中
　　経論求め　唐土まで
　　海越え行けど　かなわずに
　　琉球島に　渡りたり

２　三年にわたり　異境の地
　　住みて仏の　法を説く
　　尚寧王の　帰依を得て
　　小禄浄土に　桂林寺
　　生きる念仏　弘めたり

３　梯梧花映え　潮の香
　　平和の叫び　あげし島
　　念仏踊り　エイサーに
　　袋中上人　偲びつつ
　　遺徳讃えん　念仏徒

４　開きしみ寺　数あまた
　　民衆と歩みし　念仏行
　　中興不屈の　高聖
　　袋中上人　偲びつつ
　　偉業讃えん　もろともに

（図表は 14 ページ）
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